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用いたレプリカ形状データを比較したところ，歯列幅径の変化は平均 0.037 :t 0.017mm の減少であった。こ
のす法再現精度は個人トレーを用いて精密印象採得下歯列模型に匹敵する。一方，歯冠形状データの唆合面部

























ずれも 1 歯のみを対象として連結した数歯に対する相対位置の変化を計測したり， 2 歯聞の距離計測に基づい
て歯列幅径の変化を計測するに止まり，歯列の形状変化を捉えてはいない。適切な方法がなかったのである。
本研究で著者は，岐合状態にある歯列形状を高精度に計測する，まったく新しい方法を開発した。岐合時あ
るいは噛みしめ時の歯列唆合面の位置関係を記録するには従来の暁合採得法に準じた方法を用い，一方，個々
の歯冠の形状には精密印象法を用い，両者を形状データ化したうえで三次元 CAD 上で合成するという方法で
ある。暁合採得法による暁合記録は，口腔外への撤去後に変形のおそれがある。本研究ではこの変形を防ぐフ
レームも工夫され，その効果が検証された。
個々の歯冠は剛体と考えてよいから，歯列形状の変化は個々の歯の 6 自由度位置の変化として捉えられる。
本研究は，歯列幅径の計測精度が精密印象法と同等というこの新規な歯列形状記録法の確立なしに成し遂げら
れるものではなかった。本法を CAD/CAM 法による補綴装置の調製に応用すれば，岐合の精度向上に大いに
有用であろうという著者の指摘は，ただちに額けるものである。
以上の理由から，本研究論文は博士(歯学)の学位授与に相当であると判断する。
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